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 要　　旨
　我々が比喩を生成する場面は 2つあり，1つは，日常会話で物事の特徴をわかりやすく伝える
ために、もう 1つは，文学作品上で文章表現に詩的な印象を与えるために比喩を用いる．このよ
うに，我々も少なくとも 2つの異なる目的のために比喩を生成しているが，この伝達目的の観点
から比喩生成をについて捉えた研究は行われていない．そこで本研究は比喩を用いる目的，すな
わち伝達目的が人間の比喩生成のプロセスにどのような影響を与えるかについて実験的に検証を
行うことを目的とする．
　本研究では，日常会話で物事の特徴を明確に伝える目的には説明的比喩が，文学作品で詩的な
印象を与える目的には詩的比喩が生成されるように，伝達目的によって性質が異なる比喩が生成
され，生成過程も異なるという仮説を提案し，これを検証するために 3つの実験を行った．
　実験 1で特徴をわかりやすく伝える比喩と詩的な印象を感じる比喩を生成させる実験を行い，
伝達目的が異なる説明的比喩と詩的比喩を収集した．そして，両比喩の生成過程が異なることを
示すために，両比喩の生成時間を比較した．実験 1の結果から，詩的比喩の生成時間が説明的比
喩より長い傾向が示された．
　実験 2では，実験 1で収集した説明的比喩と詩的比喩の適切性と慣習性，喩辞の典型性，主題
と喩辞の単語類似度を評定させる心理実験を行った．さらに，単語親密度，頻度，単語心像性の
語彙特性値を記した辞書を参照し，両比喩の各特性値を求めた．実験 2の結果，説明的比喩は適
切性，慣習性，典型性，単語類似度が高く，詩的比喩は単語親密度と単語心像性が高いことが示
された．
　実験 3では，比喩生成を行った直後に，提示された語が意味を成す語かどうかを判断する課題
を行うプライミング効果を用いた心理実験を行った．喩辞候補の典型性が高い語と典型性が低い
語に対するプライミング効果の有無を測定する実験を行った．実験 3の結果，説明的比喩の生成
直後と詩的比喩の生成直後とプライミング効果の現れ方が異なる結果が得られた．
　3つの実験を通じて，伝達目的が異なる説明的比喩と詩的比喩の性質が異なることが示され，
また両比喩の喩辞探索範囲が異なることから，生成過程も異なることが示された．
